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　長谷川勇一（後列左）さん６人家族のご紹介です。
　來愛さん（小４）と想來くん（小2）を中心に仲良く暮らして
います。
　妻の幸子さん、息子の裕助さん、杏奈さん夫婦と協力し
ながら、稲作のほか野菜・果物も栽培しています。
　勇一さんは「高品質な野菜生産のため、土づくりに堆肥を
年間約300トン使用している。これから米以外の畑作を推
進していくために暗渠排水は欠かせないので市全域に整備
してほしい」と話していました。
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議案番号等 件　　　　　　名 審議
結果

議決
結果

市長提出議案

予算

74号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（令和４年度つがる市一般会計補正予算（第７号）） ◎ 承認
75号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（令和４年度つがる市一般会計補正予算（第８号）） ◎ 承認
76号 令和４年度つがる市一般会計補正予算（第９号）案 ◎ 可決
77号 令和４年度つがる市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）案 ◎ 可決
78号 令和４年度つがる市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）案 ◎ 可決
79号 令和４年度つがる市介護保険特別会計補正予算（第３号）案 ◎ 可決
80号 令和４年度つがる市下水道事業会計補正予算（第４号）案 ◎ 可決

条例

81号 つがる市個人情報の保護に関する法律施行条例案 ◎ 可決
82号 つがる市情報公開条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
83号 つがる市情報公開・個人情報保護審査会条例案 ◎ 可決
84号 地方公務員法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例案 ◎ 可決
85号 つがる市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する条例案 ◎ 可決
86号 つがる市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
87号 つがる市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
88号 つがる市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
89号 つがる市健康増進施設設置条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
90号 つがる市木造福祉交流センター「花しょうぶの館」条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
91号 つがる市柏ふるさと生きがいセンター条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
92号 つがる市車力ウェルネスセンター条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
93号 つがる市重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
94号 つがる市総合体育館条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決

指定
管理

95号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市木造農村環境改善センター） ◎ 可決
96号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市木造農産物加工センター） ◎ 可決
97号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市ふるさと創生物産広場・つがる市柏農産物加工技術開発センター） ◎ 可決
98号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市ひなた児童会館・つがる市木造地域子育て支援センター） ◎ 可決
99号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市立養護老人ホーム　ぎんなん荘） ◎ 可決
100号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市総合体育館） ◎ 可決

路線
101号 市道の路線廃止の件 ◎ 可決
102号 市道の路線認定の件 ◎ 可決

財産 103号 財産の取得の件（水槽付消防ポンプ自動車） ◎ 可決
予算 104号 令和４年度つがる市一般会計補正予算（第１０号）案 ◎ 可決
財産 105号 財産の取得の件（除雪トラック７ｔ級） ◎ 可決

議員提出議案
発議 ２号 つがる市議会個人情報保護条例案 ◎ 可決

令和4年第４回つがる市議会定例会
（令和4年12月1日～12月15日）15日間

◎は全会一致
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問　
縄
文
遺
跡
群
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

を
整
備
す
る
ま
で
の
間
、
仮
設
ト
イ
レ

と
ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
べ
き
で
は
。
ま

た
、
歩
道
は
ダ
ン
プ
カ
ー
の
往
来
が
激

し
く
砂
利
道
で
歩
き
づ
ら
い
。
来
訪
者

へ
の
配
慮
を
必
要
と
す
る
の
で
は
。

【
教
育
部
長
】

答　

昨
年
７
月
の
世
界
遺
産
登
録
後
、

多
く
の
訪
問
が
あ
り
、
昨
年
の
約
１
３

０
０
人
か
ら
今
年
は
４
１
０
０
人
を
超

え
る
方
々
を
案
内
し
た
。
団
体
客
の
来

訪
時
は
、
し
ゃ
こ
ち
ゃ
ん
広
場
の
ト
イ

レ
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

新
年
度
に
遺
跡
案
内
所
の
敷
地
内
に
仮

設
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
。
史
跡
内
で
休

憩
す
る
た
め
の
ベ
ン
チ
の
設
置
も
検
討

す
る
。
ま
た
、
歩
道
に
つ
い
て
は
、
所

管
す
る
西
北
地
域
県
民
局
と
協
議
し
て

お
り
、
新
年
度
に
防
雪
柵
の
西
側
の
地

権
者
か
ら
市
で
借
地
し
、
暫
定
措
置
と

し
て
幅
約
１
・
５
ｍ
の
歩
道
を
県
と
一

体
と
な
っ
て
整
備
し
た
い
。

問　
秋
に
な
る
と
非
常
に
寒
く
な
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
達
へ
「
Ｊ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
」
の
文
字
入
り
の
ダ
ウ
ン
コ

ー
ト
を
配
布
し
て
は
。

【
教
育
部
長
】

答　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
は
、
オ

問　
８
月
の
大
雨
被
害
に
よ
る
被
災
農

家
へ
の
支
援
金
の
申
請
者
数
と
総
額
は
。

今
後
、
農
業
資
材
、
肥
料
の
高
騰
に
対

し
て
支
援
す
る
考
え
は
。

【
経
済
部
長
】

答　

申
請
者
数
は
８
８
８
人
、
支
援
金

額
は
１
億
２
３
８
万
６
０
０
０
円
。
今

後
は
、
農
林
水
産
業
者
に
対
し
事
業
を

継
続
し
て
も
ら
う
た
め
肥
料
と
光
熱
水

費
の
高
騰
分
を
支
援
す
る
。
支
援
金
の

上
限
は
１
０
０
万
円
で
、
農
業
者
は
、

農
家
台
帳
の
経
営
面
積
50
ａ
以
上
の
方

を
対
象
に
10
ａ
あ
た
り
１
１
０
０
円
。

漁
業
者
に
は
漁
船
１
隻
あ
た
り
１
万
円
。

畜
産
業
者
に
は
燃
料
高
騰
分
の
一
部
を

助
成
す
る
。
２
月
に
受
付
開
始
し
、
年

度
内
に
支
払
い
た
い
。

問　
市
街
地
活
性
化
の
観
点
で
い
え
ば
、

つ
が
る
警
察
署
の
旧
庁
舎
は
景
観
上
、

好
ま
し
く
な
い
。
い
つ
ま
で
今
の
よ
う

な
状
態
に
し
て
お
く
の
か
。

【
経
済
部
長
】

答　

県
所
有
の
警
察
署
旧
庁
舎
は
、
築

51
年
経
過
し
て
お
り
、
耐
震
性
等
の
問

題
に
よ
り
、
建
物
を
そ
の
ま
ま
使
用
す

る
こ
と
は
危
険
で
あ
り
、
改
修
又
は
解

体
に
も
多
額
の
費
用
を
要
す
る
た
め
取

レ
ン
ジ
色
の
帽
子
と
ベ
ス
ト
を
支
給
し

て
い
る
。
11
月
に
な
る
と
、
気
温
は
か

な
り
低
下
す
る
た
め
、
冬
用
の
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
を
支
給
し
た
い
。

問　
世
界
遺
産
は
後
世
に
引
き
継
ぐ
責

任
が
あ
る
。
教
育
長
の
縄
文
遺
跡
に
対

す
る
思
い
は
。

【
教
育
長
】

答　

小
・
中
学
校
の
９
年
間
、
縄
文
を

テ
ー
マ
に
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
子
ど
も
達
に
は
、
市
内
に
宝
が
あ

る
こ
と
を
誇
り
に
し
て
ほ
し
い
。

問　
物
価
高
騰
は
子
育
て
世
帯
の
家
計

を
直
撃
し
て
い
る
。
子
育
て
中
の
市
民

か
ら
「
お
米
さ
え
あ
れ
ば
助
か
る
」
と

い
う
声
を
聞
い
て
い
る
。
本
市
は
県
内

一
の
米
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
子
ど
も
３
人

以
上
の
世
帯
に
、
子
育
て
応
援
米
の
支

給
を
提
案
す
る
。

【
市
長
】

答　

現
在
の
物
価
高
は
、
家
計
に
負
担

の
大
き
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
令

和
５
年
度
に
お
い
て
、
子
育
て
世
帯
の

負
担
軽
減
支
援
策
と
し
て
、
多
子
世
帯

へ
の
新
米
の
配
布
事
業
を
予
算
化
し
た

い
。

得
は
考
え
て
い
な
い
。
県
に
は
早
急
に

解
体
す
る
よ
う
要
望
し
、
更
地
に
な
っ

た
場
合
は
商
工
会
と
活
用
方
法
等
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問　
有
楽
町
商
店
街
旧
プ
ラ
ザ
周
辺
の

現
況
は
。
三
新
田
神
社
へ
の
参
拝
客
な

ど
に
安
全
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

【
総
務
部
長
】

答　

旧
プ
ラ
ザ
向
か
い
の
旧
洋
服
店
に

つ
い
て
は
、
看
板
の
破
損
や
外
壁
の
剥

が
れ
な
ど
の
通
報
を
市
民
か
ら
受
け
て

い
る
こ
と
か
ら
、
所
有
者
と
連
絡
を
取

り
、
修
繕
撤
去
な
ど
適
正
な
管
理
を
お

願
い
し
て
い
る
。

問　
世
界
遺
産
登
録
後
、
多
く
の
方
々

に
来
訪
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
商
店
街

の
空
き
店
舗
に
お
け
る
雑
草
対
策
は
。

【
市
長
】

答　

商
店
街
の
見
た
目
が
悪
い
の
は
よ

く
な
い
。
基
本
的
に
、
民
間
の
所
有
し

て
い
る
も
の
に
行
政
は
手
を
か
け
ら
れ

な
い
が
、
商
工
会
で
行
う
草
刈
に
市
か

ら
助
成
す
る
な
ど
、
商
工
会
と
や
り
方

を
し
っ
か
り
詰
め
て
対
処
し
た
い
。

●
世
界
遺
産
登
録
後
の
課
題
に

　
つ
い
て

●
多
子
世
帯
へ
の
新
米
の
支
給
に

　
つ
い
て

●
大
雨
被
害
に
つ
い
て

●
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て

五
いつ

和
わ

会
かい

　成
な り た

田　克
かつ

子
こ

五
いつ

和
わ

会
かい

　長
は せ が わ

谷川榮
えい

子
こ

一 般 質 問　ここが聞きたい 各議員の質問と答弁の趣旨を掲載しています。
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問　
８
月
の
豪
雨
災
害
を
受
け
、
現
在

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
岩
木
川
を
ベ
ー

ス
に
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
山
田
川
も

考
慮
し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
田
光
沼
の
決
壊
に
よ
り
冠
水
し

た
面
積
は
。

【
総
務
部
長
】

答　

山
田
川
を
管
理
す
る
県
に
よ
る
と
、

令
和
７
年
度
ま
で
に
、
県
管
理
の
河
川

に
つ
い
て
は
氾
濫
し
た
場
合
の
想
定
区

域
を
公
表
す
る
と
の
こ
と
。
公
表
後
に

は
、
山
田
川
を
考
慮
に
入
れ
た
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
は
可
能
と
考
え
る
。

ま
た
、
田
光
沼
の
決
壊
に
よ
り
約
２
８

５
ha
の
水
田
が
冠
水
し
た
。

問　
今
回
の
災
害
に
あ
た
り
、
市
で
は

激
甚
災
害
の
指
定
等
を
要
望
し
て
い
る

が
、
国
県
に
対
し
今
一
度
強
く
要
望
で

き
な
い
か
。

【
市
長
】

答　

災
害
に
対
す
る
要
望
に
つ
い
て
は
、

被
災
者
の
農
業
制
度
資
金
の
借
入
利
息

の
軽
減
や
農
地
・
農
業
用
施
設
の
復
旧

支
援
な
ど
を
国
県
へ
要
望
し
て
い
る
。

災
害
復
旧
は
原
形
復
旧
を
基
本
と
す
る

が
、
山
田
川
水
系
の
堤
体
を
か
さ
上
げ

問　
冠
水
に
よ
り
収
量
、
品
質
と
も
低

下
し
、
収
入
の
激
減
し
た
農
家
に
対
す

る
支
援
は
。
ま
た
、
水
没
米
と
し
て
区

分
出
荷
し
た
米
の
等
級
が
規
格
外
に
な

っ
た
場
合
、
出
荷
数
量
に
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
る
か
。

【
経
済
部
長
】

答　

収
入
減
は
収
入
保
険
等
で
対
応
す

べ
き
で
あ
る
が
、
収
穫
し
た
米
の
品
質

に
よ
り
引
き
取
ら
な
い
場
合
も
あ
る
の

で
追
加
の
見
舞
金
等
を
検
討
す
る
。
ま

た
、
規
格
外
と
な
っ
た
場
合
は
、
主
食

用
米
、
加
工
用
米
、
飼
料
用
米
の
い
ず

れ
に
も
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
。

問　
昨
年
の
米
価
下
落
や
肥
料
・
資
材

高
騰
等
で
農
地
の
流
動
化
が
進
む
と
考

え
る
。
農
地
の
賃
借
件
数
と
賃
借
料
、

売
買
件
数
と
価
格
は
。

【
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】

答　

令
和
３
年
度
の
賃
借
件
数
は
５
１

９
件
、
賃
借
料
は
10
ａ
あ
た
り
平
均
１

万
７
５
０
０
円
、
売
買
件
数
は
１
１
９

件
、
価
格
は
25
～
40
万
円
。
賃
借
料
に

つ
い
て
は
、
２
年
度
と
比
較
し
て
約
５

０
０
０
円
減
少
し
て
い
る
。

問　
農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
し
て
10

し
た
改
良
復
旧
を
す
る
よ
う
国
県
に
強

く
要
望
し
て
い
る
。

問　
今
回
の
豪
雨
で
、
冠
水
に
よ
る
通

行
止
め
は
何
箇
所
あ
っ
た
か
。
冠
水
し

た
箇
所
の
水
位
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

【
建
設
部
長
】

答　

県
道
で
６
箇
所
、
市
道
及
び
農
道

で
12
箇
所
で
あ
る
。
県
道
に
つ
い
て
は

県
と
排
水
系
統
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て

対
策
を
協
議
し
て
い
る
。
市
道
に
つ
い

て
も
現
状
可
能
な
対
策
か
ら
実
施
し
て

い
く
。
ま
た
、
冠
水
箇
所
の
水
位
は
詳

細
に
計
測
し
た
デ
ー
タ
は
な
い
が
20
～

30
㎝
位
と
思
わ
れ
る
。

問　
災
害
時
の
避
難
は
、
通
行
止
め
に

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
な
い
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
20
㎝
位
で
あ
れ
ば
か

さ
盛
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
行
止
め

を
回
避
で
き
る
の
で
は
。

【
建
設
部
長
】

答　

市
道
は
も
ち
ろ
ん
、
県
道
に
つ
い

て
も
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
か
さ
盛

り
等
も
含
め
て
対
策
を
検
討
し
、
安
全

な
交
通
の
確
保
に
努
め
る
。

年
間
の
貸
借
契
約
を
締
結
し
た
場
合
、

契
約
途
中
で
賃
借
料
の
変
更
や
契
約
解

除
は
可
能
か
。

【
経
済
部
長
】

答　

賃
借
料
の
変
更
や
契
約
解
除
は
可

能
で
あ
る
が
、
離
農
協
力
金
の
返
還
や

農
業
者
年
金
の
加
算
を
停
止
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
注
意
を
要
す
る
。

問　
直
近
の
選
挙
に
お
け
る
期
日
前
投

票
者
数
は
。
ま
た
、
最
も
多
く
有
権
者

の
利
用
し
た
投
票
所
は
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
】

答　

今
年
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
有
権

者
数
２
万
７
０
２
９
人
に
対
し
、
投
票

者
数
は
１
万
３
１
６
８
人
、
う
ち
期
日

前
投
票
者
数
は
７
９
６
０
人
。
ま
た
、

最
も
多
く
利
用
さ
れ
た
期
日
前
投
票
所

は
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏
で
あ
っ

た
。

問　
高
齢
者
に
は
、
投
票
所
に
行
く
交

通
手
段
の
な
い
方
も
い
る
。
対
応
策
は
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
】

答　

他
自
治
体
の
事
例
を
収
集
し
、
効

率
的
で
実
現
可
能
な
策
が
あ
れ
ば
採
用

し
て
い
く
。

●
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

●
８
月
の
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

●
農
作
物
の
被
害
状
況
に
つ
い
て

●
選
挙
に
お
け
る
投
票
傾
向
に

　
つ
い
て

五
いつ

和
わ

会
かい

　秋
あき

田
た

谷
や

建
たて

幸
ゆき

絆
き

心
しん

会
かい

　齊
さい

藤
とう

　　渡
わたる

一 般 質 問　ここが聞きたい 各議員の質問と答弁の趣旨を掲載しています。

4第76号−つがる市議会だより



議
案
第
74
号

令
和
４
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）

成な
り

田た　
博ひ
ろ
し　
委
員

問　
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
給

付
と
の
こ
と
だ
が
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
以
外
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
被
災
し
た

農
業
者
等
で
、
減
収
と
な
っ
た
方
々
へ

の
助
成
は
。

【
総
務
部
長
】

答　

こ
の
事
業
は
、
電
力
・
ガ
ス
・
食

料
品
等
の
価
格
高
騰
の
影
響
を
大
き
く

受
け
る
世
帯
に
支
給
す
る
も
の
で
、
国

で
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
に
し

て
い
る
。
被
害
を
受
け
て
も
基
準
日
に

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と
は
助

成
対
象
の
原
則
で
あ
る
。

成な
り
田た　
克か
つ
子こ　
委
員

問　

移
住
者
は
何
世
帯
に
な
っ
た
の

か
。

【
総
務
部
長
】

答　

補
正
前
の
11
世
帯
27
名
か
ら
、
補

正
後
さ
ら
に
６
世
帯
18
名
増
加
し
、
合

計
17
世
帯
45
名
が
移
住
し
て
い
る
。

議
案
第
75
号

令
和
４
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
号
）佐さ

さ々

木き　
直な
お
光み
つ　
委
員

問　
こ
の
交
付
金
を
活
用
し
て
実
施
し

た
事
業
費
総
額
は
。

【
総
務
課
長
】

答　

令
和
４
年
度
は
14
事
業
に
活
用

し
、
農
林
水
産
業
者
に
対
す
る
助
成
、

全
市
民
に
１
人
３
０
０
０
円
分
の
商
品

券
の
配
布
な
ど
を
実
施
し
、
総
事
業
費

は
４
億
３
８
１
９
万
６
０
０
０
円
。

議
案
第
76
号

令
和
４
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
）長は

谷せ

川が
わ　
榮え
い
子こ　
委
員

問　
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。ま
た
、

解
体
後
の
計
画
は
。

【
建
設
部
長
】

答　

３
月
末
ま
で
に
設
計
を
完
了
し
、

現
在
空
き
家
の
54
戸
を
８
月
に
は
解
体

し
た
い
。解
体
後
は
、立
案
中
の
公
営
住

宅
建
替
構
想
を
基
に
、新
た
な
住
宅
の

建
設
計
画
を
立
て
る
。
建
設
ま
で
に
は

数
年
を
要
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

問　
夏
場
は
悪
臭
が
漂
う
な
ど
古
い
住

宅
の
生
活
環
境
は
劣
悪
な
状
況
に
あ

る
。
早
期
に
着
工
で
き
な
い
か
。

【
市
長
】

答　

早
期
に
構
想
を
公
表
し
、
早
く
入

居
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
。

佐さ

さ々

木き　
敬け
い
藏ぞ
う　
委
員

問　
無
線
局
免
許
更
新
委
託
料
と
防
災

行
政
無
線
屋
外
子
局
調
査
業
務
委
託
料

の
詳
細
は
。

【
総
務
課
長
】

答　

市
内
６
箇
所
に
設
置
し
て
い
る
無

線
局
の
免
許
は
５
年
に
１
度
更
新
す
る

必
要
が
あ
り
、
無
線
局
免
許
更
新
委
託

料
は
、
そ
の
手
続
き
に
要
す
る
費
用
で

あ
る
。
防
災
行
政
無
線
屋
外
子
局
調
査

業
務
委
託
料
は
、
子
局
（
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
）
の
整
備
か
ら
約
20
年
経
過
し
て

お
り
、
今
後
更
新
に
必
要
な
事
項
を
調

査
す
る
も
の
で
あ
る
。

佐さ

さ々

木き　
敬け
い

藏ぞ
う　
委
員

問　
各
小
学
校
の
光
熱
水
費
の
補
正
金

額
に
ば
ら
つ
き
の
あ
る
理
由
は
。

【
教
育
総
務
課
長
】

答　

光
熱
水
費
は
電
気
代
、
水
道
代
の

予
算
で
あ
り
、
プ
ー
ル
を
保
有
す
る
小

学
校
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
プ
ー
ル
を

使
用
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
初
予

算
の
残
額
を
充
て
る
こ
と
で
小
幅
の
増

額
で
対
応
可
能
な
た
め
。

委
員
長

　
木き

村む
ら　
良よ
し
博ひ
ろ

歳
出
補
正
額

移
住
者
マ
イ
ホ
ー
ム
応
援
事
業

５
０
０
万
円

歳
入
補
正
額　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

１
億
６
９
３
１
万
円

歳
出
補
正
額　

木
造
若
緑
団
地
解
体
工
事
設
計
委

託
料

56
万
円

歳
出
補
正
額　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
緊
急
支
援
給
付
金

２
億
７
５
０
０
万
円

歳
出
補
正
額

防
災
行
政
用
無
線
管
理
費１４

７
万
円

歳
出
補
正
額

学
校
管
理
費

１
２
１
８
万
円

予
算
特
別
委
員
会
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田た

中な
か　
透と
お
る　
委
員

問　
落
成
記
念
式
典
の
開
催
は
いつ
か
。

【
教
育
部
長
】

答　

令
和
５
年
４
月
８
日
開
催
の
予
定

で
あ
る
。

佐さ

さ々

木き　
直な
お

光み
つ　

委
員

問　
繰
入
金
の
増
額
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
や
大
雨
災
害
に
よ
る
も
の
か
。

ま
た
、
基
金
残
高
の
総
額
は
。

【
財
政
部
長
】

答　

増
額
の
主
な
要
因
は
大
雨
災
害
に

係
る
補
正
で
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の

繰
入
の
み
で
予
算
編
成
し
た
。
今
後
は

国
庫
補
助
金
、
起
債
等
を
充
当
し
、
財

政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
を
減
額
し
て

い
く
。
ま
た
、
基
金
残
高
は
令
和
４
年

度
末
で
約
76
億
円
の
見
込
み
で
あ
る
。

議
案
第
85
号

つ
が
る
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

天て
ん

坂さ
か　
昭し
ょ
う
い
ち市　

委
員

問　
職
員
の
定
年
を
60
歳
か
ら
段
階
的

に
65
歳
に
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の

期
間
中
に
対
象
と
な
る
職
員
数
は
。
ま

た
、
新
規
採
用
に
影
響
は
。

【
総
務
部
長
】

答　

対
象
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
14
年

度
ま
で
の
72
人
。
新
規
採
用
は
、
年
度

で
偏
ら
な
い
よ
う
、
毎
年
度
一
定
の
人

員
を
確
保
し
た
い
。

議
案
第
１
０
３
号

財
産
取
得
の
件
（
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
）

小お
が
さ
わ
ら

笠
原　
忍し
の
ぶ　
委
員

問　
車
両
性
能
の
詳
細
は
。

【
警
防
課
長
】

答　

２
０
０
０
ℓ
の
タ
ン
ク
容
量
で
、

圧
縮
空
気
泡
消
火
シ
ス
テ
ム
を
備
え
、

水
の
表
面
積
を
広
げ
て
放
水
す
る
こ
と

で
効
率
よ
く
消
火
可
能
な
機
能
を
有
す

る
車
両
で
あ
る
。

議
案
第
96
号

つ
が
る
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
の
件
（
つ
が
る
市
木
造
農
産

物
加
工
セ
ン
タ
ー
）

木き

村む
ら　

良よ
し

博ひ
ろ　

委
員

問　

こ
の
施
設
を
は
じ
め
旧
町
村
に

あ
っ
た
加
工
セ
ン
タ
ー
は
、
老
朽
化
な

ど
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
将
来
的
な
構

想
は
。

【
農
林
水
産
課
長
】

答　

利
用
者
の
多
く
は
高
齢
者
で
あ

り
、
意
向
調
査
を
実
施
し
た
時
に
は
、

い
つ
ま
で
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
と
い

う
回
答
も
あ
り
、
将
来
的
に
は
集
約
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

た
だ
、
柏
加
工
セ
ン
タ
ー
は
著
し
く
老

朽
化
し
て
い
る
な
か
で
、
加
工
品
の
販

売
実
績
は
よ
い
た
め
、
来
年
度
以
降
に

新
規
建
設
し
た
い
。

議
案
第
１
０
２
号

市
道
の
路
線
認
定
の
件

齊さ
い

藤と
う　

　
渡わ
た
る　

委
員

問　

芦
屋
３
号
線
（
木
造
川
除
栄
盛
）

は
以
前
か
ら
市
道
で
は
な
い
の
か
。

【
土
木
課
長
】

答　

元
々
あ
っ
た
道
路
は
、
岩
木
川
の

堤
防
の
県
道
に
接
続
す
る
た
め
に
個
人

で
設
置
し
た
も
の
。
現
在
、
市
で
発
注

し
て
い
る
芦
屋
地
区
道
路
新
設
工
事
で

整
備
す
る
道
路
を
新
規
に
認
定
す
る
。

◎
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い

関
係
条
例
に
つ
い
て
所
要
の
改

正
を
す
る
。

◎
公
の
施
設
を
管
理
運
営
す
る
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
。

　

指
定
管
理
団
体
名

　

公
益
社
団
法
人
つ
が
る
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◎
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を

購
入
す
る
。

◎
市
道
を
認
定
す
る
。

歳
出
補
正
額

総
合
体
育
館
費

１
１
２
５
万
円

歳
入
補
正
額　

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

１
億
４
６
５
９
万
円

委
員
長

　
成な
り

田た　
　
博ひ
ろ
し　

委
員
長

　
田た

中な
か　
　
透と
お
る　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会
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議
案
第
89
号

つ
が
る
市
健
康
増
進
施
設
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

佐さ

藤と
う　
孝た
か
志し　
委
員

問　

物
価
の
上
昇
で
家
計
は
苦
し
い
。

公
の
施
設
と
し
て
値
上
げ
し
な
い
と
い

う
考
え
も
あ
る
と
思
う
。
30
円
値
上
す

る
理
由
は
。

【
福
祉
課
長
】

答　

原
油
高
騰
の
た
め
、
市
所
管
の
入

浴
施
設
は
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。
県
公

衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
で
30
円

程
度
の
値
上
げ
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
今
回
提
案
し
た
。

議
案
第
98
号

つ
が
る
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
の
件
（
つ
が
る
市
ひ
な
た
児

童
会
館
・
つ
が
る
市
木
造
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
）佐さ

さ々

木き　
敬け
い
藏ぞ
う　
委
員

問　
市
内
の
児
童
館
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
数
と
利
用
料
金
は
。

【
子
育
て
健
康
課
長
】

答　

児
童
館
は
１
箇
所
で
利
用
料
は
無

料
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
９
箇
所
で

利
用
料
は
月
額
３
０
０
０
円
（
同
一
世

帯
２
人
目
以
降
と
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

児
童
は
月
１
５
０
０
円
）。
こ
れ
は
、

児
童
館
は
遊
び
場
の
提
供
で
、
い
つ
利

用
し
、い
つ
帰
っ
て
も
よ
い
の
に
対
し
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
労
働
等
に
よ
り

昼
間
保
護
者
の
い
な
い
児
童
を
保
育
す

る
場
所
と
い
う
定
義
の
た
め
で
あ
る
。

議
案
第
99
号

つ
が
る
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
の
件
（
つ
が
る
市
立
養
護
老

人
ホ
ー
ム　
ぎ
ん
な
ん
荘
）

野の

呂ろ　
　
司つ
か
さ　

委
員

問　
入
所
者
が
減
少
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
要
因
と
改
善
策
は
。

【
介
護
課
長
】

答　

要
因
は
、
入
所
者
の
高
齢
化
に
よ

る
介
護
施
設
へ
の
転
所
や
有
料
老
人

ホ
ー
ム
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
、
改
善

策
と
し
て
は
、２
人
部
屋
を
個
室
に
し
、

感
染
症
の
予
防
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配

慮
す
る
な
ど
環
境
の
改
善
に
努
め
る
。

議
案
第
１
０
０
号

つ
が
る
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
の
件
（
つ
が
る
市
総
合
体
育

館
）

秋あ
き
田た

谷や　
建た
て
幸ゆ
き　
委
員

問　

ど
う
い
う
経
緯
で
こ
の
団
体
に

な
っ
た
の
か
。
ま
た
、
体
育
館
は
地
域

振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
ど
ち
ら
の
た

め
に
建
設
し
た
の
か
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
誘
致
に
は
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

協
力
を
必
要
と
す
る
の
で
は
。

【
社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
長
】

答　

選
定
は
７
名
の
市
部
長
で
構
成
す

る
市
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
に
お
い

て
、
書
類
及
び
面
接
審
査
を
実
施
し
、

１
位
評
価
の
最
も
多
い
団
体
と
い
う
こ

と
で
決
定
し
た
。
ま
た
、
体
育
館
は
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
地
域
振
興
の
意
味
合
い

も
持
た
せ
た
施
設
で
、
募
集
要
項
に
は

地
域
活
性
化
の
提
案
も
記
載
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
推

進
す
る
た
め
、
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
協

力
し
て
各
種
事
業
を
実
施
す
る
よ
う
指

定
管
理
者
に
は
促
し
て
い
く
。

山や
ま
本も
と　
清き
よ
秋あ
き　
委
員

問　
指
定
期
間
を
５
年
間
と
す
る
の
は

長
い
の
で
は
。

【
社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
長
】

答　

令
和
８
年
度
開
催
予
定
の
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
４
年
後
で
あ
る
こ
と
か

ら
、そ
の
時
期
の
管
理
者
変
更
を
避
け
、

円
滑
な
大
会
運
営
が
な
さ
れ
る
こ
と
を

目
的
に
５
年
間
と
し
た
。

総合体育館のメインアリーナ

◎
健
康
増
進
施
設
「
稲
穂
の
湯
」

の
入
浴
料
を
３
２
０
円
か
ら

３
５
０
円
に
改
定
す
る
。

◎
公
の
施
設
を
管
理
運
営
す
る
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
。

　

指
定
管
理
団
体
名

　

社
会
福
祉
法
人
緑
会

◎
公
の
施
設
を
管
理
運
営
す
る
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
。

　

指
定
管
理
団
体
名

　

Ｔ
ｓ
ｕ
ｇ
ａ
ｒ
ｕ
ま
ち
づ
く
り
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ

◎
公
の
施
設
を
管
理
運
営
す
る
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
。

　

指
定
管
理
団
体
名

　

社
会
福
祉
法
人
つ
が
る
市
社
会

福
祉
協
議
会

委
員
長

　
成な
り
田た　
克か
つ
子こ

教
育
民
生
常
任
委
員
会
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左から山本委員長、倉光市長、髙橋副委員長

案内所で説明を受ける委員

田小屋野貝塚発掘調査現場

現地視察調査後の情報交換会

亀ヶ岡石器時代遺跡

　学芸員とボランティアガ
イドからの説明によると、
来訪者は令和４年度４月か
ら 10 月は前年度と比較し
て約３倍の 4,142 人に増加
している。
　課題としては、案内所の
近くにトイレのないことと、
亀ヶ岡から田小屋野への移
動は交通量が多く、非常に
危険であるとのことだった。
　委員らは、これらの課題
について、早期に対策する
必要性を認識した。

　11 月 16 日、令和３年産の米価下落を受けて令
和４年３月に設置した農業再生特別委員会の山本
清秋委員長と髙橋作藏副委員長は、先進地での視
察研修や委員会で協議した結果を取りまとめた提
言書を倉光弘昭市長に提出した。
　倉光市長は「内容を精読し、５年度予算に反映
させたい」と述べ、提言を基にした事業実施に前
向きであった。

　提言は、本市の基幹産業である農業の活性化は地域経済の発展に不可欠であり、農家所得向
上のため高収益作物を推進するよう以下の３つの提案を行いました。
　■提案事項
　１．暗

あん

渠
きょ

排水を早期に整備し、複合経営を推進
　２．収益性の高い加工トマトの栽培を検討
　３．米価下落対策として転作作物を検討

教育民生常任委員会　所管事務調査

市長へ提言　～農業再生特別委員会～

　11 月 9日、教育民生常任委員会は、世界文化遺産登録されて１年経過した亀ヶ岡
石器時代遺跡と田小屋野貝塚の現状や課題について調査を実施した。
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県議長会　寺
てら

地
ち

則
のり

行
ゆき

会長
（八戸市議会議長）

歓迎のあいさつをする
野呂司議長

　11 月 7 日、令和４年度青
森県市議会議長会第２回定
期総会が、本市のハーモニー
未来館で開催された。県内
10 市の市議会議長が一堂
に会し、県知事への要望事
項の取りまとめや令和５年
度事業などについて協議を
行った。

指定管理者制度は公の施設の管理運営に対して民間事業者やNPO法人等の参入を
可能にした制度です。民間のノウハウが施設の運営に活かされ、市民サービスの向上や管
理運営の効率化を図ることができます。

管理を行わせる公の施設の名称 指定管理者となる
団体の名称 指定期間

つがる市木造農村環境改善センター 公益社団法人つがる市
シルバー人材センター

令和５年４月１日から
令和８年３月31日まで

つがる市木造農産物加工センター 公益社団法人つがる市
シルバー人材センター

令和５年４月１日から
令和８年３月31日まで

つがる市ふるさと創生物産広場・つがる
市柏農産物加工技術開発センター じょっぱりの里合同会社 令和５年４月１日から

令和８年３月31日まで

つがる市ひなた児童会館・つがる市木造
地域子育て支援センター 社会福祉法人緑会 令和５年４月１日から

令和10年３月31日まで

つがる市立養護老人ホーム　　　　
ぎんなん荘

社会福祉法人つがる市
社会福祉協議会

令和５年４月１日から
令和８年３月31日まで

つがる市総合体育館

Ｔsugaruまちづくりパー
トナーズ（構成団体代表
事業者　コナミスポー
ツ株式会社）

令和５年４月１日から
令和10年３月31日まで

青森県市議会議長会定期総会

指定管理者の指定について（議案第95号～議案第100号）
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つがる市議会　インターネット中継 検索検索

議会中継を
ご覧いただけます。
議会中継を

ご覧いただけます。

おしらせ

　本会議などの
様子をインター
ネットでライブ
中継、録画中継
しています。

　本会議などの
様子をインター
ネットでライブ
中継、録画中継
しています。

　新型コロナウイルス感染症
の感染予防、感染拡大防止の
ため、会議の傍聴を制限する
場合がありますので、傍聴を予
定している方は議会事務局へ
お問い合わせください。

11月

７日 青森県市議会議長会定期総会
９日 教育民生常任委員会所管事務調査
12日 農業再生特別委員会
30日 議会改革特別委員会

12月

１日 令和４年第４回つがる市議会定例会開会
5～6日 一般質問
7日 予算特別委員会
9日 総務常任委員会、教育民生常任委員会
12日 経済建設常任委員会
15日 令和４年第４回つがる市議会定例会閉会

１月
4日 新年祝賀会
8日 消防団出初式
27日 議会全員協議会

こ
ち
ら

こ
ち
ら

編
集
室

編
集
室

次回定例会予定次回定例会予定 3月3月 詳しくはホームページを
ご覧いただくか議会事務局に
お問い合わせください。

詳しくはホームページを
ご覧いただくか議会事務局に
お問い合わせください。

　
つ
が
る
市
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
12
月
議
会
の
内
容
を
掲

載
し
た
今
号
を
も
ち
ま
し
て
、
現
在
の

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
に
よ
る
最
終
号

と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
の
内
容
を
市
民
の
皆
様
に
分

か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
心
が
け

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
至
ら
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
次
号
か
ら
は
、
改
選
後
の
市
議
会

議
員
か
ら
選
任
さ
れ
た
新
し
い
議
会
だ

よ
り
編
集
委
員
が
、
今
ま
で
以
上
に
市

民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
誌
面
作
り
に

取
り
組
み
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
愛

読
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　

　
　（
委
員
一
同
）

■
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
　
長
谷
川
　
榮
　
子

委
　
　
員
　
成
　
田
　
克
　
子

委
　
　
員
　
佐
　
藤
　
孝
　
志

委
　
　
員
　
成
　
田
　
　
　
博

委
　
　
員
　
齊
　
藤
　
　
　
渡

気になるワード 12月定例会の中から「気になる言葉」を取り上げて
解説します

◯農地中間管理機構とは、平成26年度に全都道府県に設置された「信頼できる
農地の中間的受け皿」です。

◯農地中間管理機構はこのようなときに活用できます。
   ・リタイアするので農地を貸したいとき
   ・利用権を交換して、分散した農地をまとめたいとき
◯青森県は「（公社）あおもり農業支援センター」が事業を行っています。

〈出典：農林水産省ウェブページ〉

賃料は確実に支払われます。
耕作放棄地になる心配もあり
ません。

出し手農家と個別に交渉する必要
はなく、機構と相談することで農
地が借りられます。

必要なら大区画化や果樹
の改植等の条件整備も行
います。

貸付け

信頼できる農地の中間的受け皿

公的機関だから安心して貸せます。 ニーズに合わせて、まとまった
使いやすい農地が借りられます。

農地を
借りたい人
農地を
借りたい人

農地を
貸したい人
農地を
貸したい人

都道府県
農地中間管理機構
（都道府県の第３セクター）

貸付け

農地中間
のう ち ちゅうかん

管理機構
かん り き こう

これまでの議会活動の一部を紹介します

発行／つがる市議会　〒038−3192 青森県つがる市木造若緑61−1 TEL0173−42−1118(直通) http://www.city.tsugaru.aomori.jp


